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第73回　千葉市身体障害者福祉大会
（JFEみやさき倶楽部にて）

三
重
萎
萎
董

『
第
7
3
回
福
祉
大
会
』
盛
大
に
開
催

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

「
第
7
3
回
福
祉
大
会
兼
新
年
会
」

が
令
和
6
年
1
月
2
1
日
（
日
）
1
0

時
よ
り
J
F
E
み
や
ざ
き
倶
楽

部
「
ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル
」
に
於
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
6
9
回
に
開
催
後
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ま
ん
延
の
為
、
中
止
が

続
き
、
実
に
4
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
飛
嶋
理

事
の
司
会
進
行
に
よ
り
平
本
副

会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
私
と
も
に
お
忙
し
い
中
、

ご
来
賓
に
千
葉
市
副
市
長
、
大
木

正
人
様
。
千
葉
市
議
会
議
長
、
石

川
弘
様
。
千
葉
市
身
体
障
害
者
連

合
会
会
長
兼
、
千
葉
市
視
覚
障
害

者
協
会
理
事
長
、
高
梨
憲
司
様
。

千
葉
市
聴
覚
障
害
者
協
会
会
長
、

国
本
雄
一
郎
様
。
日
本
芸
能
協
会

（
朱
龍
会
代
表
）
最
上
流
家
元
、
最

上
華
寿
希
様
。
の
皆
様
を
お
迎
え

し
、
大
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
高
山
会

長
が
挨
拶
を
さ
れ
、
ま
ず
は
新

年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
お
見
舞

い
の
お
言
葉
の
後
、
実
に
4
年

ぶ
り
に
福
祉
大
会
が
開
催
出
来

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
ま

た
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん

で
福
祉
会
を
盛
り
上
げ
て
行
こ

う
と
の
お
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
大
木
正
人
様
、
石
川

弘
様
、
高
梨
憲
司
様
よ
り
大
会

へ
の
祝
辞
と
「
福
祉
会
の
今
後

の
更
な
る
発
展
と
活
躍
を
期
待

し
ま
す
」
と
の
心
温
ま
る
激
励

の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
こ
4
年
間
で
の

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
受
賞
者

の
紹
介
を
行
い
、
会
場
の
皆
様

よ
り
温
か
い
拍
手
で
祝
福
さ
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
の
後
、
砂
原
理

事
に
よ
る
「
大
会
宣
言
（
案
）
」
、
高

田
理
事
に
よ
る
「
大
会
決
議

（
案
）
」
が
提
案
さ
れ
、
満
場
の
拍

手
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
原
案
通

り
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

林
理
事
に
よ
る
万
歳
三
唱
改

め
、
一
本
締
め
を
行
い
、
小
倉
副

会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
第
一

部
の
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
二
部
の
「
新
年

懇
親
会
」
は
小
嶋
副
会
長
の
総
合

司
会
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
小
嶋
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
、
林
理
事
の
「
乾
杯
の
音
頭
」
で

美
味
し
い
食
事
を
頂
き
な
が
ら

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始

ま
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
既
に
恒
例
と
な
っ

た
ミ
ス
タ
ー
田
川
氏
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
口
火
が
切
ら

れ
ま
し
た
。
田
川
氏
を
含
め
た
3

名
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に

皆
不
思
議
な
ま
な
ざ
し
と
驚
き

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

続
い
て
こ
ち
ら
も
恒
例
と

な
っ
て
い
る
、
朱
龍
会
様
に
よ
る

1
0
数
演
目
に
も
及
ぶ
素
晴
ら
し

い
踊
り
に
、
皆
目
を
奪
わ
れ
大
き

な
拍
手
の
中
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
6
区
代
表
カ
ラ
オ

ケ
、
会
員
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
と

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
続
き
、
最

後
に
ビ
ン
ゴ
大
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
飛
鴫
夫
妻
に
よ
る
進
行

で
、
ビ
ン
ゴ
マ
シ
ー
ン
よ
り
は

じ
き
出
さ
れ
る
数
字
を
読
み
上

げ
、
そ
の
言
葉
に
会
員
の
皆
様

は
耳
を
傾
け
、
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド

に
日
を
向
け
、
会
場
全
員
夢
中

と
な
り
、
瞬
く
間
に
時
間
が
経

過
し
ま
し
た
。
最
後
に
飛
嶋
理

事
の
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
皆
様
、
ご
出
演
の

「
朱
龍
会
」
の
皆
様
方
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。

来
年
も
会
員
・
家
族
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し
い
新

年
福
祉
大
会
が
開
催
出
来
ま
す

よ
う
に
祈
願
し
て
ご
報
告
と
し

ま
す
。
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）
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『
大
会
宣
言
』

本
日
、
こ
こ
J
F
E
み
や

ざ
き
倶
楽
部
に
お
い
て
第
7
3

回
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
日
頃
本
会
に
寄
せ
ら
れ

た
各
方
面
の
ご
理
解
と
ご
支

援
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
依
り

三
年
間
、
福
祉
会
の
主
行
事

の
「
新
年
福
祉
大
会
・
体
育

祭
・
重
度
障
害
者
日
帰
り
慰

安
旅
行
」
等
、
食
事
を
伴
う
行

事
が
中
止
。

し
か
し
こ
の
間
に
福
祉
は

格
段
と
進
化
、
国
で
は
「
障
害

者
差
別
解
消
法
・
虐
待
防
止

法
・
雇
用
促
進
法
」
の
見
直
し

改
定
、
県
・
市
で
は
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
思

い
や
り
駐
車
証
の
発
行
、
日

本
の
高
速
道
路
で
は
本
人
運

転
の
1
台
し
か
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
有
料
道
路
通
行
料
金

割
引
制
度
が
大
幅
に
改
訂
さ

れた。し
か
し
各
制
度
が
、
我
々

障
害
者
本
人
は
元
よ
り
、
市

民
の
皆
様
に
理
解
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

私
達
障
害
者
団
体
は
「
私

た
ち
の
こ
と
は
、
私
た
ち
抜

き
で
行
わ
な
い
で
」
を
合
言

葉
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
が
責
任
を
持
っ
て
行

動
し
、
今
後
も
日
本
身
体
障

害
者
団
体
連
合
会
・
千
葉
市

身
体
障
害
者
連
合
会
始
め
、

障
害
者
団
体
の
連
携
を
益
々

強
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

福
祉
会
は
創
立
よ
り
七
十

三
年
、
会
員
・
家
族
は
も
と
よ

り
、
役
員
が
高
齢
化
に
よ
り

活
動
が
困
難
に
成
っ
て
来
ま

し
た
が
今
し
ば
ら
く
は
地
域

に
お
け
る
障
害
者
の
も
つ
問

題
意
識
を
共
有
し
、
団
体
活

動
を
通
じ
て
不
断
の
目
標

「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
実
現

に
向
け
、
魅
力
あ
る
福
祉
会

と
し
て
、
又
、
地
域
社
会
を
構

築
す
る
一
員
と
し
て
そ
の
社

会
的
責
任
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
更
な
る
推
進
に
向
け
、

全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
決
意

し
宣
言
す
る
。

令
和
6
年
1
月
2
1
日

第
7
3
回
　
千
葉
市
身
体
障
害

者
福
祉
大
会

『
大
会
決
議
』

身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上

を
念
願
す
る
我
々
は
、
本
日
の

大
会
で
次
の
事
項
を
決
議
し
、

こ
れ
が
実
現
を
期
す
。

一
、
自
覚
を
高
め
、
障
害
者
相

互
の
理
解
と
会
員
の
増
加
・

組
織
の
拡
充
を
図
ろ
う
。

一
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
市
身

体
障
害
者
連
合
会
の
充
実

に
協
力
・
参
加
し
ょ
う
。

一
、
全
員
参
加
の
社
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
更
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
し
よ
う
。

一
、
千
葉
市
障
害
者
計
画
及
び

障
害
福
祉
計
画
の
完
全
実

施
を
推
進
し
よ
う
。

以
上
決
議
す
る
。

令
和
6
年
1
月
2
1
日

第
7
3
回
　
千
葉
市
身
体
障
害

者
福
祉
大
会

受
賞
者
照
介
（
敬
箱
崎
）

福
祉
大
会
に
お
い
て
次
の
方
々
が
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

・
厚
生
大
臣
表
彰
「
更
生
援
護
功
労
者
」

令
和
3
年
1
2
月
9
日
　
受
賞
　
　
砂
原
　
時
男

・
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
「
団
体
役
員
功
労
」

令
和
3
年
1
0
月
1
8
日
　
受
賞
　
　
林
　
四
郎

・
第
2
2
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」

一
般
卓
球
出
場
　
　
　
　
　
　
　
林
　
四
郎

・
第
6
7
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
福
岡
県
大
会
「
団
体
役
員
功
労
」

令
和
4
年
6
月
2
0
日
　
受
賞
　
　
永
井
　
政
枝

・
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
「
団
体
役
員
功
労
」

令
和
4
年
日
月
1
8
日
　
受
賞
　
　
飛
嶋
　
信
行

・
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
「
団
体
役
員
功
労
」

令
和
5
年
1
1
月
3
0
日
　
受
賞
　
　
佐
川
　
京
子

・
特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」

水
泳
2
5
M
自
由
型
出
場
　
　
　
　
海
老
原
　
雄
二

朱
龍
会
　
最
上
流
新
年
会
へ
の
参
加
報
告

例
年
、
福
祉
会
新
年
福
祉
大
会
、
第
二
部
に
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し

て
ご
参
加
頂
き
、
毎
年
美
し
い
演
舞
を
披
露
頂
い
て
い
る
、
朱
龍
会
　
最
上
流
家

元
　
最
上
華
寿
希
様
よ
り
、
最
上
流
新
年
会
へ
当
会
の
ご
招
待
を
頂
き
ま
し
た
。

2
月
4
日
（
日
）
1
2
時
よ
り
、
大
網
白
里
市
「
魚
八
」
に
て
、
当
会
の
代
表
と
し
て
、
高

山
会
長
、
小
倉
副
会
長
の
2
名
、
ご
招
待
に
預
か
り
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
年
会
の
催
し
物
の
一
つ
に
く
じ
引
き
が
あ
り
、
見
事
当
選
さ
れ
た
曾
我
都

民
よ
り
、
当
選
金
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
か
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
最
上
流
家
元
　
最
上
華
寿
希
様
に
お
い
て
も
、
こ
の
度
新
年
会
に
お
招

き
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
会
の
皆
様
へ
は
ご
報
告
と
い
う
形
で
、
こ
の
度
記
事
と
し
て
掲
載
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
高
山
功
一
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◇福祉会関連の行事実績と予定◇
会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。
新型コロナウイルスの猛威も去り、イベント等の規制が緩和され、様々な活動やイベントの開催が以前のように戻ってまいりました。
身体障害者福祉会でもコロナウイルスまん延以前の活動を取り戻しつつあります。
約4年間のブランクをはさみながらも、役員一同活発が舌動に向けて尽力していますので、会員、家族の皆様の活動への参加、

支援を今後ともよろしくお願いします。
以下、これまでの福祉会関連の行事実績と今後の予定となります。

02月01月
1月13日（土）福祉会月例理事会…開催済　　2月　4日（日）福祉会総務委員会…開催済
1月21日（日）福祉会新年福祉大会…開催済　　2月10日（土）福祉会月例理事会…開催済
1月24日（水）地域相談員研修…開催済　　　2月20日（火）虐待防止法講演会…開催済

2月26日（月）福祉講話・・・千城台みらい小学校・・・開催済

（広報委員会）

03月
3月　6　日（水）連合会常任理事会・・・開催予定
3月　9　日（土）福祉会月例理事会・・・開催予定
3月13日（水）連合会理事会・‥開催予定
3月27日（水）自身連評議員会・・・オンライン開催予定

第
的
回
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
体
育
祭
開
催
、
申
込
予
告

第
5
9
回
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
体
育
祭
を
今
年
も
開
催
い
た

し
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
様
々
な
競
技
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
中
で
す
。
会

員
の
皆
様
、
是
非
今
年
度
も
振
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

当
日
は
体
を
動
か
し
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
、
皆
様
で
思

う
存
分
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
時
‥
6
月
9
日
（
日
）
　
開
催
場
所
‥
千
葉
市
療
育
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
‥
9
時
～
　
開
会
式
‥
1
0
時
開
始

体
育
祭
参
加
締
切
‥
5
月
1
0
日
（
金
）
地
区
役
員
さ
ん
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い

※
た
い
よ
う
号
の
運
航
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
現
地
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

振
る
っ
て
申
込
、
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）

第
3
3
回
千
葉
市
身
体
望
暑
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
予
告

第
3
3
回
千
葉
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

・
5
月
1
2
日
（
日
）
　
陸
上
、
水
泳
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球

・
5
月
1
5
日
（
水
）
　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ツ
チ
ヤ

・
開
催
場
所
　
青
葉
の
森
公
園
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

上
記
の
日
程
、
場
所
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
皆
様
は
是
非
全
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下

さい。
ま
た
選
手
へ
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）
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～福祉会会員募集～

福祉会は発足七十二周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。

（組織委員会）
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赤い羽根共同募金について赤い羽根共同募金

赤い羽根共同募金について、当福祉会もこちらの助成金の一部を頂き活動させて頂いております。

赤い羽根募金について、皆様にもどのような目的や理由、どのような場所へ利用されているのか、理解

して頂き、祖のうえで募金へのご協力を頂ければと思います。

集まった募金は地域福祉活動補助金と呼ばれ助成を受けた施設や団体の活動に利用されています。

掲載されているマークも皆様の身近でよく見ると様々なところで見かけるかと思います。

ご存じの無い方、知らない方がいらっしゃいましたら、是非広めて頂けると幸いです。

（広報委員会）

定価100円（会費に含む）

m
年
間
を
掘
り
返
っ
て

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

今
回
は
2
0
1
4
年
、
1
0
年
蘭
の
活
動
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
時
の
活
動
の
振
り
返
り
に
ど
う
ぞ

寮
睦
悔
悟
帽
悔
悟
韓

一

）

i

r あ
な
た
の
記
事
、

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員
皆
様

か
ら
掲
載
記
事
を
募
集
し
ま
す
。
「
ぜ

ひ
千
葉
身
障
に
掲
載
し
た
い
！
」

「
こ
ん
な
活
動
し
て
ま
す
！
」
「
み
ん

な
に
知
っ
て
貰
い
た
い
ー
」
「
活
動

メ
ン
バ
ー
募
集
し
ま
す
I
L
等
広

い
範
囲
で
募
集
し
ま
す
。

又
、
活
動
以
外
で
も
個
人
的
な
作

品
、
例
え
ば
手
工
芸
、
習
字
、
写
真

等
々
、
自
分
の
成
果
を
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
方
な
ど
、
ほ
ほ

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
是

非
掲
載
し
て
ほ
し
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
連
絡
を
下
さ
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲
載
出
来

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
や
っ
て

み
た
い
ー
」
と
い
う
方
は
広
報
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

剖
艶
聯
鶉
翠
も

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
が
発
行
す
る
本
誌
「
千
葉
身

障
」
は
千
葉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
が
出
来
ま
す
。

「
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
」
と
検
索
し
て
も
ら
え
る
と

直
ぐ
に
閲
覧
出
来
ま
す
。
是
非

ご
利
用
下
さ
い
。

木
村
ユ
ミ
子
様
（
稲
毛
区
）

明
治
神
社
様
（
緑
区
）

毎
回
の
ご
協
力
に
感
謝

し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

発
行
人
‥

特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
害
者

団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷

3
I
l
・
1
7
ヴ
エ
ル
ド
ゥ
ー
ラ

祖
師
谷
1
0
2
号

編
集
人
‥

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
伽
〃
2

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意

見
、
ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以

下
に
お
願
い
し
ま
す
。

鴫
‥
〇
四
一
一
千
二
〇
九
－
三
一
八
一

事
〇
四
三
－
二
〇
九
－
三
二
八
二


